
                          

       

ワ
ッ
パ
騒
動
に
つ
い
て
は
、
『
山
形 

県
史
第
四
巻 

近
現
代
編
上
』（
一
九
八

四
年
）
に
紹
介
さ
れ
、
そ
の
後
し
ば
ら

く
研
究
の
大
き
な
進
展
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
地
元
庄
内
で
、
二
〇

〇
四
年
か
ら
ワ
ッ
パ
騒
動
を
学
び
顕
彰

す
る
活
動
が
始
ま
り
、
二
〇
〇
八
年
に

は
、
正
式
に
「
義
民
顕
彰
碑
建
立
」
を

目
標
に
「
ワ
ッ
パ
騒
動
義
民
顕
彰
会
」

が
発
足
し
、
翌
年
九
月
、
七
百
数
十
名

の
賛
同
を
得
て
「
ワ
ッ
パ
騒
動
義
民
之

碑
」
の
建
立
を
果
た
し
た
。
こ
の
顕
彰

会
の
活
動
並
び
に
顕
彰
碑
建
立
に
よ
り
、

再
び
ワ
ッ
パ
騒
動
の
研
究
に
火
が
つ
く

こ
と
と
な
っ
た
。 

騒
動
の
進
展
の
と
ら
え
方
も
、
県
史

で
は
、
闘
争
の
中
心
要
求
か
ら
（
一
）

石
代
納
（
こ
く
だ
い
の
う
）
嘆
願
運
動
、

（
二
）
石
代
会
社
の
結
成
、
雑
税
廃
止 

       

要
求
と
村
役
人
の
不
正
追
及
運
動
、
（
三
）
森
藤
右
衛

門
の
建
白
運
動
と
過
納
金
償
還
訴
訟
運
動
、
（
四
）
そ

の
後
、
と
四
期
で
と
ら
え
て
い
た
が
、
今
は
時
系
列
に

七
期
と
し
て
い
る
。（
一
）
前
史
、（
二
）
石
代
納
闘
争

の
始
ま
り
、
（
三
）
内
務
少
丞
松
平
正
直
裁
定
と
そ
の

後
、
（
四
）
組
・
村
入
用
費
不
正
追
及
運
動
と
指
導
者

の
逮
捕
、
釈
放
運
動
、
（
五
）
森
藤
右
衛
門
に
よ
る
訴

願
闘
争
、
（
六
）
児
島
惟
謙
の
裁
判
と
二
年
後
の
判
決

言
い
渡
し
、（
七
）
児
島
判
決
そ
の
後
、
で
あ
る
。 

顕
彰
碑
建
立
の
年
の
十
二
月
、
ワ
ッ
パ
騒
動
に
立
ち

上
が
っ
た
農
民
自
ら
書
き
留
め
て
い
た
日
記
が
見
つ

か
っ
た
。
そ
の
日
記
は
表
紙
が
無
く
、
「
助
右
衛
門
」

と
記
載
は
あ
る
が
村
名
は
不
明
で
あ
る
。
内
容
か
ら
櫛

引
地
域
の
桂
俣
村
農
民
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
今
の
と
こ
ろ
「
〈
仮
題
〉
ワ
ッ
パ
騒
動

日
記
」（
齋
藤
三
郎
氏
蔵
）
と
し
て
い
る
。 

こ
れ
ま
で
ワ
ッ
パ
騒
動
は
、
主
に
公
文
書
、
県
の
取

締
や
取
調
べ
の
文
書
、
訴
訟
裁
判
史
料
に
よ
っ
て
研
究

さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
発
見
は
、
農
民
の
側
の
史
料 

〈
特
別
寄
稿
〉
「
ワ
ッ
パ
騒
動
」
研
究
の
新
た
な
始
ま
り 

 

ワ
ッ
パ
騒
動
義
民
顕
彰
会 

事
務
局
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ワッパ騒動義民之碑 

鶴岡市水沢大松庵

地内に 2009年 9月 11

日建立。 
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の
発
見
と
い
う
事
で
画
期
的
な
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
日

記
を
読
む
と
、
農
民
達
の
怒
り
や
迷
い
、
周
囲
の
村
々

と
の
関
係
な
ど
、
生
々
し
い
様
子
や
切
羽
詰
ま
っ
た
状

況
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
一
部
を
紹
介
し
た
い
。 

ま
ず
は
、
石
代
納
嘆
願
運
動
の
始
ま
り
の
頃
の
様
子
、

で
あ
る
。 

明
れ
ば
戌
正
月
元
日
ニ
至
る
、
〔
新
暦
明
治
七
年
二

月
十
七
日
〕
弥
（
い
よ
い
よ
）
組
一
統
、
村
評
議
ニ

い
た
り
、【〈
加
筆
〉
当
村
ハ
何
替
次
第
無
之
候
、
只

大
庄
や
ノ
御
達
し
の
ミ
ニ
て
引
取
け
る
】
稲
荷
村
抔

（
な
ど
）
ハ
御
上
へ
願
書
ヲ
い
た
ス
、
是
文
句
ニ
曰 

乍
恐
書
付
ヲ
以
テ
申
上
候
、
近
年
村
方
一
統
難
義 

 
  

 

ニ
及
、
御
年
貢
等
ハ
上
納
い
た
し
候
へ
ど
も
、
御

取
長
の
赴
き
、
一
壱
承
り
度
旨
御
辻
（
マ
マ
）
可

被
成
下
候
と
願
上
ゲ
申
度
、
御
聞
済
無
之
バ
残
之

貢
米
金
納
申
上
度
様
、
依
之
村
方
一
統
連
判
可
仕

候 

 
 

年
明
け
に
な
る
と
組
全
体
で
は
村
ご
と
に
評
議
を

し
て
石
代
納
の
嘆
願
書
を
県
に
出
す
動
き
が
出
て
く

る
が
、
こ
の
村
で
は
、
今
ま
で
と
何
ら
変
わ
る
こ
と
な

く
、
た
だ
大
庄
屋
の
達
し
の
み
に
従
っ
て
い
た
。
し
か

し
、
気
に
な
る
嘆
願
書
の
文
言
を
書
い
て
い
る
。
そ
し

て
、
嘆
願
書
を
出
し
た
こ
と
で
農
民
達
が
次
々
捕
え
ら

れ
た
こ
と
を
続
い
て
書
い
て
い
る
。 

依
之
正
月
七
日
甚
助
被
召
取
、
同
九
日
作
兵
衛
被
召

取
、
同
十
三
日
迄
ハ
下
山
添
村
勘
助
、
外
野
内
島
村

源
右
衛
門
、
高
坂
重
助
【
〈
加
筆
〉
文
太
郎
抔
も
口

聞
の
も
の
ニ
て
候
へ
共
、
馬
之
助
様
行
、
多
行
も
不

致
為
召
取
兼
】
皆
々
被
召
取
酒
田
へ
下
し 

 

同
年
九
月
に
な
り
再
び
闘
争
の
中
心
の
士
族
や
農

民
を
逮
捕
す
る
県
の
弾
圧
が
強
く
な
る
と
、
村
で
は
中

心
の
農
民
を
か
く
ま
い
つ
つ
、
自
分
た
ち
は
た
だ
飯
を

食
っ
て
い
た
だ
け
で
関
わ
っ
て
い
な
い
と
し
て
い
る
。 

同
二
日
〔
新
九
月
十
二
日
〕
、
村
方
百
万
遍
の
節
、

夫
々
被
召
取
候
ニ
付
、
本
方
へ
名
ヲ
出
し
た
る
者
、

嘉
左
衛
門
・
新
四
郎
・
松
右
衛
門
、
当
時
身
隠
す
事

村
相
談
ニ
及
び
、
是
脇
方
へ
行
て
も
只
飯
ヲ
給
テ
不

入
ぬ
と
言
う 

同
四
日
の
晩
、
一
両
と
四
百
文
嘉
左
衛
門
へ
寺
に
て

相
渡
ス
。
右
夫
々
ニ
身
ヲ
バ
か
く
す
な
り
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
村
も
逮
捕
さ
れ
た
人
達
を
救
お
う
と

酒
田
め
ざ
し
押
し
寄
せ
に
立
ち
上
が
る
。
高
寺
村
外
れ

で
昼
を
食
べ
て
い
る
と
、
ち
ょ
う
ど
農
民
た
ち
が
渡
前

か
ら
引
き
返
し
た
の
で
、
様
子
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、 

酒
田
迄
押
寄
セ
る
心
得
ニ
て
参
り
候
処
、
渡
前
ニ
て

平
（
兵
）
隊
三
十
人
斗
（
ば
か
）
り
出
張
ヲ
い
た
ス
、

人
数
の
内
二
人
斗
り
被
召
取
候
為
、
是
ニ
付
引
返
り
、

乍
去
此
大
勢
が
く
り
出
し
候
な
ら
バ
平
隊
も
驚
其

侭
出
張
も
や
ぶ
り
候
と
言
て
、
大
勢
押
寄
セ
候
間
盗

八
幡
宮
へ
陣
ヲ
取
、
弥
取
究
（
と
り
き
め
）
の
次
第

ハ
一
統
の
中
よ
り
一
番
隊
三
百
人
、
二
番
隊
三
百
人

も
此
人
数
ヲ
結
、
一
番
隊
ニ
米
五
俵
、
二
番
隊
へ
米

三
俵
、
是
等
の
者
へ
ハ
一
統
よ
り
手
当
ヲ
い
た
す
事

ニ
御
座
候
間
、
是
等
の
者
ハ
無
御
座
候
か
と
相
尋
候

へ
共
、
誰
も
一
人
も
返
事
ハ
無
御
座
、
又
是
切
こ
ろ

さ
れ
候
者
へ
ハ
一
統
よ
り
金
百
両
指
遣
候
□
と
も

大
勢
の
人
数
も
身
ニ
ひ
き
ゃ
う
ヲ
い
た
す
、
誰
を
先

逹
者
も
な
か
り
け
り 

 

酒
田
押
し
寄
せ
る
途
中
の
渡
前
に
は
士
族
隊
三
十

人
ほ
ど
い
て
二
人
が
捕
ま
っ
た
の
で
、
こ
ち
ら
か
ら
一

番
・
二
番
と
隊
列
を
組
ん
で
行
け
ば
突
破
で
き
る
の
で

は
な
い
か
、
手
当
も
出
す
と
い
う
相
談
を
し
た
が
、
結

局
、
先
頭
を
引
き
受
け
る
者
は
い
な
か
っ
た
。 

其
為
段
々
押
寄
セ
候
処
、
間
渡
（
馬
渡
）
村
外
ニ
て

 

「（仮題）ワッパ騒動日記」 齋藤三郎氏蔵。 
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一
統
休
足
い
た
ス
。
彼
レ
是
道
筋
様
子
ヲ
伺
次
第
、

藤
島
ニ
て
ハ
平
隊
百
五
十
人
斗
出
張
ヲ
い
た
し
、
又

は
酒
田
田
川
筋
の
渡
り
ハ
留
る 

 

先
頭
に
立
つ
者
は
い
な
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
押
し
寄

せ
て
行
っ
た
が
、
藤
島
に
は
士
族
隊
百
五
十
人
ほ
ど
が

出
動
し
て
い
る
し
、
最
上
川
を
渡
っ
て
い
く
の
は
…
。

こ
の
よ
う
に
、
当
時
の
農
民
た
ち
の
様
子
や
心
情
が
臨

場
感
あ
ふ
れ
る
よ
う
に
伝
わ
っ
て
く
る
。 

 

一
方
、
ま
だ
ま
だ
調
べ
ら
れ
て
い
な
い
明
治
政
府
関

係
の
史
資
料
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
。
そ
の
二

点
を
紹
介
し
た
い
。
こ
の
二
点
の
史
料
か
ら
、
ワ
ッ
パ

騒
動
へ
の
対
応
が
政
府
内
で
も
重
要
課
題
だ
っ
た
こ

と
が
わ
か
っ
て
く
る
。 

 

一
点
目
は
三
条
実
美
か
ら
木
戸
孝
允
に
宛
て
た
手

紙
で
、
元
老
院
が
行
政
推
問
権
を
使
い
酒
田
県
で
の
ワ

ッ
パ
騒
動
の
調
査
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
行
政

権
に
制
限
を
か
け
る
の
で
検
討
が
必
要
だ
と
し
て
い

る
史
料
で
あ
る
。 

二
点
目
は
、
「
元
老
院
日
誌
」
史
料
で
、
一
八
七
五

年
に
酒
田
県
商
人
森
藤
右
衛
門
が
提
出
し
た
建
白
書

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
か
ら
は
、
い
か
に

元
老
院
で
森
の
建
白
に
か
な
り
の
時
間
を
割
い
て
い

る
か
が
う
か
が
え
る
。 

 

ワ
ッ
パ
騒
動
の
研
究
は
、
新
た
な
始
ま
り
を
迎
え
て

い
る
。
そ
の
一
端
を
紹
介
し
た
。 

 

                          

                          
 

 

一

、

元

老

院

ニ

於

而

酒

田

縣

 

森

藤

右

衛

門

建

白

一

条

 

ニ

付

、

行

政

推

問

ノ

條

例

モ

 

吟

味

有

之

由

シ

、

此

義

宜

シ

ク 

規

則

相

立

不

申

而

ハ

弾

 

正

臺

之

幣

風

ヲ

踵

き

、

動

 

ス

レ

ハ

行

政

官

と

格

杆

之

 

事

情

ヲ

生

シ

可

申

モ

難

計

、

 

憂

慮

此

事

ニ

御

坐

候

、

厚 

考

按

有

之

度

、

賢

慮

モ

候

ハ

ゝ

 

承

致

候 

右

内

々

申

入

度

、

如

此

御

座

候

、 

 

寸

隙

ヲ

以

テ

緩

覧

有

 

之

度

候

也 

七

月

十

五

日

（

明

治

八

年

）

 

實

美 
 

 
 

木

戸

殿 

三条実美から木戸孝允へ

の書翰 

 木戸家文書（三条実美手

紙等）、宮内庁書陵部蔵。 
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「元老院日誌・ワッパ騒動関係目録」（国立国会図書館蔵） 

明治８年 

５月 第 ６３号 酒田県下森藤右衛門建白書ヲ上ル 

７月 第２９９号 願書建白書受付規則及森藤右衛門建白本院ニ於テ受付スヘキヤ否ノ儀開議 

     （３０５号 願書建白書受付規則決議） 

    ３１３号 森藤右衛門建白ノ儀酒田県伺 

      ３２９号 森藤右衛門建白ノ儀酒田県伺ヘ口達 

      ３６５号 推問掛ニ命シテ酒田県平民森藤右衛門ヲ召シ建白書ヲ尋問ス 

     （３９０号 推問条例上奏） 

８月 第３９７号 森藤右衛門推問中傍聴ノ儀日報社出願 

      ４０７号 森藤右衛門推問中日報社ノ傍聴ヲ聴サス 

      ４４８号 森藤右衛門建白ノ顛末司法省照会 

      ４５５号 森藤右衛門建白ノ顛末司法省ヘ回答 

９月（第５０３号 本院議事中止 １２日） 

      ５１７号 小野組支店ヨリ森藤右衛門ヘ係ル貸付金ノ儀大蔵省照会 

５２４号 小野組支店ヨリ森藤右衛門ヘ係ル貸金ノ儀大蔵省ヘ回答 

      ５３５号 沼間権大書記官岩神権少書記官ヘ鶴ケ岡出張ヲ達シタル旨太政大臣ヘ上申ス 

      ５３６号 沼間権大書記官外三名ヘ出張ヲ命シタル旨三島鶴ケ岡県令ヘ達ス 

      ５４０号 森藤右衛門建白ニ関スル鶴ケ岡県上申内務省ヨリ交付 

      ５４１号 鶴ケ岡県ヘ出張人名ノ儀内務省ト往復 

      ５４５号 沼間権大書記官ノ一行鶴ケ岡県ヘ発ス 

１１月 第６３７号 沼間権大書記官ヘ鶴ケ岡出張ヲ命シタルノ件太政大臣詰問 

      ６３９号 沼間権大書記官鶴ケ岡出張ノ件太政大臣達及上答 

      ６４７号 沼間権大書記官ノ一行帰京 

      ６４９号 沼間権大書記官ヘ鶴ケ岡出張ヲ命シタル件太政大臣詰問 

      ６５２号 沼間権大書記官ノ質問ニ要スル鶴ケ岡県令上申書下付ヲ請フノ伺進達 

      ６６３号 沼間権大書記官ノ質問ニ要スル鶴ケ岡県令上申書下付ヲ請フノ伺ヘ指令 

      ６６６号 沼間権大書記官鶴ケ岡出張中金井允釐等ヘ係ル件同県照会 

      ６７５号 沼間権大書記官出張中着手ノ次第太政大臣督促 

      ６８６号 沼間権大書記官鶴ケ岡出張始末上申ノ儀史官ト往復 

１２月 第７１５号 沼間権大書記官鶴ケ岡出張着手ノ次第ヲ開申ス 

      ７１６号 前同人同所出張中金井允釐等ヘ係ル件同県ヘ回答 

      ７３７号 沼間権大書記官鶴ケ岡出張権外處分ノ儀太政大臣詰問 

      ７４０号 沼間権大書記官鶴ケ岡出張中金井允釐等ヘ係ル件同県伺 

      ７４４号 森藤右衛門建白及沼間権大書記官等鶴ケ岡県出張始末 

      ７５４号 沼間権大書記官鶴ケ岡出張中預ケ申付タル者共旅費日当ノ儀同県照会 

明治９年 

  １月 第 ６４号 森藤右衛門建言ニ係ル事実詳審書閲覧ヲ要スル為メ各議官ヲ召集ス 

       ７８号 沼間権大書記官鶴ケ岡出張中金井允釐等ヘ係ル件回答及通牒 

  ２月 第１１５号 沼間権大書記官鶴ケ岡出張中金井允釐等ヘ係ル件鶴ケ岡県伺 

      １３５号 沼間権大書記官鶴ケ岡出張中預ケ申付タル者共ヘ旅費日当ノ儀鶴ケ岡県照会 

      １６５号 沼間権大書記官鶴ケ岡出張中金井允釐等ヘ係ル件面唔ノ儀三島鶴ケ岡県令ヘ通牒 

      １６７号 沼間権大書記官鶴ケ岡出張中金井允釐等ヘ係ル紛紜始末 

  ３月 第２４６号 森藤右衛門建白及詳審書類請求ノ儀児島判事ヨリ照会 

      ２６０号 森藤右衛門建白及詳審書類請求ノ儀児島判事ヘ回答 

      ２７０号 沼間書記官鶴ケ岡出張中預ケ申付タル者共旅費日当始末 
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今
、
世
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
克
服
の
課
題
に

直
面
し
て
い
ま
す
が
、
人
類
は
ち
ょ
う
ど
一
〇
〇
年
前

に
も
、
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
と
呼
ば
れ
る
ウ
ィ
ル
ス
と

の
闘
い
を
経
験
し
て
い
ま
す
。
こ
の
で
き
ご
と
は
、
史

上
稀
に
見
る
世
界
的
大
流
行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
と
言

わ
れ
、
日
本
で
も
約
三
九
万
人
が
死
亡
し
た
と
さ
れ
ま

す
が
（
内
務
省
衛
生
局
編
『
流
行
性
感
冒
』
）
、
山
形
県

の
実
態
は
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
九
一
八
（
大
正

七
）
年
か
ら
一
九
二
〇

（
大
正
九
）
年
に
流
行

し
た
こ
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
は
、

当
時
の
日
本
で
は
「
流

行
性
感
冒
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
前
後
す
る
時
期

の
『
山
形
県
統
計
書 

衛
生
之
部
』
に
「
ス
ペ

イ
ン
風
邪
」
の
痕
跡
を

探
し
て
見
ま
す
。 

 

表
１
は
、
「
流
行
性
感
冒
」
に
よ
り
死
亡
し
た
人
の

年
別
の
数
で
す
。
「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
は
一
九
一
八
年

か
ら
一
九
一
九
年
と
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
〇
年

に
か
け
て
の
二
つ
の
波
が
あ
り
ま
し
た
。
山
形
県
で
は

こ
の
う
ち
第
二
波
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
も
と
も
と
「
流
行
性
感
冒
」
に

よ
る
死
亡
者
は
乳
幼
児
に
多
い
も
の
で
し
た
が
、
「
ス

ペ
イ
ン
風
邪
」
に
お 

い
て
も
、
ほ
ぼ
三
割 

が
乳
幼
児
で
あ
っ
た 

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

表
２
は
、
こ
の
時 

期
に
山
形
県
が
衛
生 

関
係
で
収
受
・
発
信 

し
た
県
令
・
訓
令
・ 

告
諭
・
通
牒
通
達
な 

ど
で
す
。
大
半
は
通 

牒
通
達
で
す
が
、
流 

行
の
激
し
い
冬
場
の 

時
期
に
集
中
し
て
い 

ま
す
。
こ
れ
ら
の
通 

達
の
具
体
的
内
容
や 

通
達
を
受
け
た
町
村 

の
対
応
・
報
告
な
ど 

は
、
今
後
の
調
査
が 

必
要
で
す
。 

 

「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」
の
素
性
や
世
界
的
実
態
を
当
時

の
県
民
が
ど
の
程
度
知
り
得
て
理
解
で
き
た
か
は
定

か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
人
た
ち
の
ウ
ィ
ル
ス
の
闘
い

と
そ
の
克
服
の
仕
方
に
は
ど
ん
な
課
題
が
あ
っ
た
の

か
、
そ
れ
を
改
め
て
受
け
継
ぐ
こ
と
が
、
今
の
私
た
ち

の
闘
い
に
も
力
に
な
る
こ
と
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

（
山
形
県
地
域
史
研
究
協
議
会
副
会
長 

山
内 

励
） 

                   

〈
資
料
紹
介
〉 

『
山
形
県
統
計
書
』
に
見
る 

「
ス
ペ
イ
ン
風
邪
」 

 

年月日 分類 文書番号 件名
大正7年
10月26日 通牒通達 収衛第2305号 悪性感冒予防ニ関スル依命通牒通達ノ件
11月27日 通牒通達 発衛第114号 流行性感冒患者及死亡数報告方通達ノ件
大正8年

2月8日 告諭 告諭第1号 悪性感冒予防ニ関スル件
1月25日 通牒通達 号外 流行性感冒ニ関スル調査方通達ノ件
2月3日 通牒通達 収衛第240号ノ1、2 悪性感冒撲滅ニ関シ通牒通達ノ件
2月3日 通牒通達 発衛第15号 悪性感冒撲滅ニ関シ通達ノ件
2月6日 通牒通達 発衛第20号 悪性感冒撲滅ニ関シ通牒ノ件
2月12日 通牒通達 収衛第282号ノ2 流行性感冒予防ニ関シ通達ノ件
11月12日 通牒通達 発衛第181号 流行性感冒予防ニ関シ通達ノ件
12月8日 通牒通達 収衛第3086号ノ1 流行性感冒ニ関シ通達ノ件

大正9年
9月9日 県令 県令第74号 流行性感冒予防費補助規定ニ関スル件
9月9日 訓令 訓令第53号 流行性感冒予防費補助申請手続ニ関スル件
1月17日 告諭 告諭第1号 流行性感冒予防ニ関スル件
1月8日 通牒通達 収衛第14号ノ1、2 流行性感冒予防ニ関スル通牒通達
1月8日 通牒通達 発衛第2号 同上報告ニ関シ通達
1月20日 通牒通達 収衛第23号 流行性感冒予防ニ関シ庁内各課長ヘ通牒
1月20日 通牒通達 収衛第109号ノ1 流行性感冒予防ニ関シ各官衙及県立学校長ニ通牒
1月20日 通牒通達 発衛第22号 流行性感冒予防計画ニ関スル件通達
1月22日 通牒通達 発衛第27号 流行性感冒患死者報告ニ関スル件通達
1月31日 通牒通達 発衛第38号 流行性感冒予防ポスター配布ニ関スル件通達
3月16日 通牒通達 収衛第705号ノ1 流行性感冒患死者報告ヲ旬報トスル件通達
4月5日 通牒通達 収衛第711号ノ1、2 流行性感冒調査ニ関スル通達通牒
4月8日 通牒通達 発衛第96号 流行性感冒予防ニ関スル件通達

10月21日 通牒通達 発衛第195号 流行性感冒統計編纂材料ニ関スル件通達
大正10年
1月14日 通牒通達 収衛第78号ノ1、2 流行性感冒予防ニ関スル通達通牒
1月24日 通牒通達 発検第16号 同上報告ニ関スル件通達
2月8日 通牒通達 発検第24号 流行性感冒旬報様式変更ニ関スル件通達
8月4日 通牒通達 収衛第4468号ノ1 流行性感冒報告ニ関スル件通牒通達

11月25日 通牒通達 発衛第107号 流行性感冒調査ノ件通達
大正12年
1月13日 通牒通達 発衛第5号 流行性感冒予防ニ関スル通達

 

年 男（人） 女（人） 計（人）
大正5年 71 63 134 93 69
大正6年 59 48 107 84 79
大正7年 386 339 725 266 37
大正8年 621 547 1168 427 37
大正9年 1173 1126 2299 586 25
大正10年 124 150 274 153 56
大正11年 201 199 400 231 58
大正12年 82 71 153 110 72

内0～5歳（人、％）

 

表１ 「流行性感冒」による山形県の死亡者数 

表２ 「流行性感冒」に関する山形県の通達 
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「地理一途」「土木一途」の簿冊 

（県史資料室所蔵） 

《
資
料
紹
介 

県
史
資
料
室
資
料
》 

西
村
山
郡
役
所
史
料 

「
地
理
一
途
」「
土
木
一
途
」 

明治十三年一月「山形県職員録」 

『山形県史 資料篇 近現代史料１』 
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郡
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十

郎
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崎

操
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村

井
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荘

子

時

知

高

山

英

造

松

井

幸

生

船

橋

英

昌

服

部

赫

之

介

久

留

就

敦

長

澤

惟

和

仝平

民

上仝 山

形

県

士

　

族

宮

城

県

士

　

族

仝平

民

上仝 上仝 山

形

県

士

　

族

上仝 上仝

月

棒

四

十

五

円

 

 
 
 

年　度 冊数 年　度 冊数

1 明治11年　 1 32 明治22年　 1

2 明治11・12年　 1 33 明治23年　 1

3 明治13年　 3 34 明治24年　 1

4 明治14年　 4 35 明治25年　 1

5 明治15年　 5 36 明治27年　 1

6 明治16年　 4 37 明治28年　 1

7 明治17年　 4 38 明治29年　 1

8 明治18年　 2 39 明治30年　 1

9 明治19年 2 40 明治31年　 1

10 明治20年 2 41 明治32年　 1

11 明治21年 3 42 明治33年　 1

12 明治22年 3 43 明治35年　 1

13 明治23年 2 44 明治37年　 1

14 明治24年 2 45 明治38年　 1

15 明治25年 2 46 明治40年　 1

16 明治29年　 2 47 明治42年　 1

17 明治30年　 1 48 明治43年　 1

18 明治31年　 2 49 明治44年　 1

19 明治32年　 1 50 明治45年　 1

20 明治33年　 1 51 大正2年　 1

21 明治34年　 2 52 大正3～5年 1

22 明治35年　 1 53 大正6～8年 1

23 明治36年　 1 54 大正9年　 1

24 明治37年　 1 55 大正10年　 1

25 明治40年　 1 大正12年

26 明治41年　 1 (三山電気鉄道敷設関係あり)

27 明治44年　 1

28 明治45年　 1 57 明治35年～大正15年 1

29 大正4～7年 1 58 大正12年起～昭和22年 1

30 大正8～10年 1

31 大正11年　 1 59 昭和14年～昭和24年 1

例規綴　参輯 (寒河江土木出張所）

地理関係

土木一途

56

永久書類綴　事務引継 (寒河江土木出張所）

1

砂利置場書類

地理一途

 
 
 
 
 

年 月　日
7月22日 新三法の制定　　西村山郡の編成
8月10日 郡役所建築棟梁に冨樫伊久助が任命される
10月7日 西村山郡役所設置の開所祝（3日間・祇園ばやし・屋台）
11月1日 県内に11郡の郡役所が設置され、郡長が任命される。
11月7日 山形県令三島通庸、工事中の郡役所の視察
11月24日 初代西村山郡長に海老名李昌（会津藩出身）が正式に就任
12月4日 新庁舎の落成　洋風建築として西村山郡最初の建物

明治19年（1886年） 8月 西村山郡会議事堂の完成
明治22年（1889年） 4月1日 市町村制施行開始
明治24年（1891年） 4月1日 郡制施行開始
大正12年（1923年） 4月1日 郡制廃止　15代郡長伊藤貢（盛岡出身）、最後の郡長となる。
大正15年（1926年） 7月1日 郡役所の廃止
昭和２年（1927年） 9月 元郡役所に寒河江町役場が移転
昭和17年（1942年） 西村山地方事務所を開設
昭和53年（1978年） 11月 旧郡役所の建物が山形県有形文化財に指定
昭和54年（1979年） 1月 西村山合同庁舎の新築完成。地方事務所閉庁
昭和56年（1981年） 10月 長岡山に移転復元され「寒河江市郷土館」旧西村山郡役所として保存

明治11年（1878年）

記　　事
旧　西　村　山　郡　役　所　の　沿　革

 
 

   
 

    
 
 
 
 

 

      

県
史
資
料
室
の
一
角
に
、
旧
西
村
山
郡

役
所
関
係
の
文
書
綴
「
地
理
一
途
」「
土
木

一
途
」
の
簿
冊
八
七
冊
が
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。
昭
和
五
十
四
（
一
九
七
九
）
年
四

月
、
寒
河
江
建
設
事
務
所
が
西
村
山
合
同

庁
舎
（
現 

村
山
総
合
支
庁
西
村
山
地
域

振
興
局
）
に
移
転
す
る
に
際
し
、
旧
西
村

山
郡
役
所
（
沿
革
史
）
で
作
成
・
保
管
さ

れ
て
き
た
簿
冊
を
当
時
の
県
史
編
さ
ん
室

で
引
き
継
い
だ
も
の
で
す
。「
地
理
一
途
」
は
、
明
治
十
一

（
一
八
七
八
）
年
か
ら
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
ま
で
、

「
土
木
一
途
」

は
明
治
二
十

二
（
一
八
八

九
）
年
か
ら
大

正
十
二
（
一
九

二
三
）
年
ま
で

あ
り
ま
す
。
今

回
は
、
そ
れ
ら

の
資
料
を
ご

紹
介
し
な
が

ら
、
郡
役
所
が
県
や
各
市
町
村
と
の
関
わ
り
の
中
で
ど
ん
な

役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
、
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

当
時
の
西
村
山
郡
役
所
の
職
員
の
組
織
が
「
明
治
十
三
年

一
月 

山
形
県
職
員
録
」（『
山
形
県
史 

資
料
篇 

近
現
代

史
料
１
』）
に
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

郡
長
と
九
名
の

郡
書
記
が
配
置

さ
れ
て
い
ま
し

た
。
郡
役
所
の
具

体
的
な
仕
事
に

つ
い
て
は
、
明
治

十
一
年
十
一
月
一
日
に
山
形
県
令
三
島
通
庸
の
名
に
て
「
郡

長
処
分
条
件
ニ
付
達
」
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。「
官
有
地
ノ

倒
木
枯
木
ヲ
売
却
ス
ル
事
」
等
具
体
的
な
三
八
項
目
に
つ
い

て
、
郡
役
所
を
通
し
て
県
に
届
を
出
す
こ
と
な
ど
を
明
記
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
十
三
年
二
月
の
「
郡
務
取
扱
規
定
改
正

ニ
付
達
」
で
は
、
郡
役
所
に
第
一
科
（
庶
務
・
衛
生
）
第
二

科
（
勧
業
・
学
務
）
第
三
科
（
地
理
・
土
木
・
租
税
・
出
納
）

の
三
つ
の
科
を
設
置
し
、
互
い
に
補
い
合
い
、
事
務
の
溜
滞

の
な
い
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。「
地
理
一
途
」「
土
木
一
途
」

は
、
こ
こ
で
は
第
三
科
の
公
文
書
に
属
し
ま
す
。 

明
治
十
三
年
の
「
地
理
一
途
」
を
見
て
み
ま
す
。
こ
の
簿

冊
に
は
、
西
村
山
郡
内
の
各
村
か
ら
出
さ
れ
た
「
官
山
御
拂

西村山郡役所 沿革史 

西村山郡役所の文書綴  ８７冊 
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三度目の県通達 

（明治十四年度「地理一途」） 

 

願書に添付された図絵（明治十四年度「地理一途」） 

 

 

 

 

田
代
村
「
学
校
新
築
ニ
付
官
有
地
立
木
御

拂
下
願
」（
明
治
十
三
年
度
「
地
理
一
途
」） 

下
願
」
「
官
有

地
御
拂
下
願

ニ
付
上
申
」「
薪

木
伐
採
之
儀
ニ

付
御
伺
」「
立
木

伐
採
之
儀
伺
」

「
草
地
開
墾
之

儀
願
」「
官
林
松

茸
投
票
」
等
の

様
々
な
案
件
の

文
書
が
綴
じ
ら

れ
て
い
ま
す
。
村

惣
代
や
村
人
か

ら
県
知
事
宛
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
の
「
入
会
地
」

が
官
有
地
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
伺
書
・
願
書
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。 

同
簿
冊
の
記
事
に
、
明
治
十
三
年
十
月
、
田
代
村
か
ら
出

さ
れ
た
「
学
校
新
築
ニ
付
官
有
地
立
木
御
拂
下
願
」
が
あ
り

ま
す
。
田
代
村
で
は
、
明
治
十
一
年
二
月
五
日
に
田
代
發
氏

の
小
屋
を
借
用
し
て
田
代
学
校
が
開
校
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、「
子
々
孫
々
ニ
至
ル
迄
」
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
学
べ

る
よ
う
新
し
い
学
校
を
建
て
よ
う
と
し
た
村
で
は
、
有
力
者

等
か
ら
七
百
円
余
も
の
多
額
の
献
金
を
募
り
、
新
築
に
必
要

な
杉
木
等
の
用
材
を
払
い
下
げ
て
く
れ
る
よ
う
県
令
宛
に

願
書
を
出
し
ま
し
た
。
郡
役
所
で
は
、
学
校
新
築
に
関
わ
る

こ
の
案
件
を
「
学
務
」
を
担
当
す
る
「
第
二
科
」
と
「
地
理
」

を
担
当
す
る

「
第
三
科
」
と

両
科
で
担
当

し
て
い
ま
す
。

こ
の
願
書
は
、

郡
長
の
推
薦

文
書
が
添
え

ら
れ
、
絵
図
や

用
材
の
細
か

な
本
数
等
と

合
わ
せ
て
県

に
提
出
さ
れ

て
い
ま
す
。 

方
今
文
化
駿
手
ト
シ
テ
進
入
、
之
レ
實
ニ
海
内
未
曽
有
之

御
盛
舉
ニ
付
、
草
奔
至
愚
ノ
小
民
ト
雖
モ
深
ク
感
佩
仕
、

今
般
村
中
同
心
協
力
、
子
々
孫
々
ニ
至
ル
迄
永
ク
文
明
ノ

養
域
ニ
従
事
為
仕
度
、
当
村
字
赤
澤
合
反
別
壱
反
廿
四
歩

ノ
場
所
江
、
村
内
獻
資
金
等
七
百
四
円
拾
三
銭
余
ノ
目
論

見
ニ
テ
新
築
ノ
儀
、
本
月
十
五
日
附
ヲ
以
奉
願
候
處
、
良

材
ニ
乏
シ
ク
、
目
下
着
手
差
支
困
難
罷
在
候
ニ
付
、
一
同

協
議
之
上
前
顯
記
入
ノ
代
價
ヲ
以
テ
御
拂
下
被
成
下
度
、

最
モ
他
へ
比
較
候
テ
ハ
抵
價
ニ
モ
相
當
リ
可
申
哉
ニ
御

座
候
得
共
、
居
村
ヨ
リ
里
程
二
里
三
拾
丁
余
有
之
、
且
嶮

岨
ニ
シ
テ
運
搬
不
弁
利
之
地
御
洞
察
之
上
、
何
卒
特
別
之

以
御
詮
議
ヲ
願
之
通
御
允
可
相
成
、
學
校
新
築
ノ
情
願
行

届
候
様
被
成
下
度
、
連
署
ヲ
以
此
段
奉
願
上
候
也 

願
書
は
、
田
代
村
小
前
惣
代
宮
林
九
三
郎
他
四
名
の
願
人
、

戸
長
、
学
務
委
員
の
連
名
で
、
山
形
県
令
三
島
通
庸
に
三
回

出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
す
る
県
か
ら
の
返
答
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。
県
通
達
は
朱
書
で
付
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

① 

地
第
五
千
八
百
四
十
号 

 
 

 

書
面
之
趣
評
議
之
次
第
有
之
難
聞
届
候
事 

 
 

 
 

明
治
十
三
年
十
一
月
八
日 

② 

地
第
九
百
弐
十
九
号 

 
 

 

書
面
之
趣
難
聞
届
候
事 

 
 

 
 

明
治
十
四
年
三
月
七
日 

③ 

勧
第
三
千
六
百
九
十
八
号 

書
面
之
趣
聞
届
候
条
代
金
六
拾
三
円
八
拾
九
銭
九

厘
本
月
十
八
日
限
其
郡
役
所
へ
可
致
上
納
尚
立
木

ハ
係
官
派
出
之
上
可
及
引
渡
候
事 

明
治
十
四
年
八
月
十
日 

よ
う
や
く
許
可
が
下
り
た
の
は
十
四
年
八
月
十
日
で
三

度
目
の
こ
と
で
し
た
。
郡
役
所
は
村
と
県
の
間
に
立
ち
、
何

度
も
調
整
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
田
代
村
で
は
洋
風

二
階
建
の
学
校
を
新
築
し
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

⑦ 



山
形
県 

県
史
だ
よ
り 

第
十
七
号 

 
 

 
 

令
和
二
年
九
月
三
十
日
発
行 

 

編
集
・
発
行 

 
 

山
形
県
総
務
部
学
事
文
書
課
分
室 

県
史
資
料
室 

 

〒
九
九
一
ー 

八
五
〇
一 

 
 

寒
河
江
市
大
字
西
根
字
石
川
西
三
五
五 

 
 

 
 

 

村
山
総
合
支
庁
西
村
山
地
域
振
興
局 

 
 

 
 

電
話 

〇
二
三
七
ー
八
三
ー
一
二
一
五 

 
 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
二
三
七
ー
八
三
ー
一
二
一
六 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次
に
「
土
木
一
途
」
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
明
治
二
十
二

年
か
ら
二
十
三
年
の
簿
冊
に
は
、「
道
路
開
修
之
儀
願
」「
田

井
橋
開
通
式
執
行
之
儀
ニ
付
願
」「
寒
河
江
川
通
堤
防
修
築

下
目
論
見
帳
」「
水
車
営
業
願
」
等
の
文
書
名
が
並
ん
で
い

ま
す
。
土
木
掛
（
土
木
課
）
は
、「
道
路
水
利
ニ
関
ス
ル
事

項
」(

明
治
二
十
四
年
三
月 

郡
役
所
庶
務
細
則)

を
担
当
し

て
い
ま
す
。
土
木
事
業
に
は
、
道
路
の
新
開
・
修
繕
、
橋
梁

の
新
架
、
架
換
修
繕
、
堤
防
、
護
岸
、
水
利
の
活
水
な
ど
が

含
ま
れ
ま
す
。 

二
十
三
年
度
の
簿
冊
に
「
明
治
二
十
二
年 

風
水
害
表
」

が
あ
り
ま
す
。
二
月
三
日
付
で
県
の
土
木
課
よ
り
毎
年
一
月

三
十
一
日
ま
で
提
出
す
る
よ
う
に
と
厳
し
く
催
促
さ
れ
提

出
し
た
も
の
で
す
。
谷
地
町
は
じ
め
各
村
か
ら
出
さ
れ
た
風

水
害
表
と
西
村
山
郡
全
体
を
ま
と
め
た
表
が
綴
じ
て
あ
り

ま
す
。
西
村
山
郡
で
は
昔
か
ら
毎

年
の
よ
う
に
寒
河
江
川
や
最
上
川
、

そ
の
支
流
に
よ
る
水
害
に
悩
ま
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
実
は
明
治
二
十

二
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五

日
に
も
梅
雨
明
け
の
大
雨
に
よ
る

大
洪
水
が
あ
っ
た
の
で
す
。『
山
形

県
災
異
年
表
』（
一
九
七
九
年
）
に

明
治
二
十
二
年
の
「
最
上
川
大
洪

水
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。 

六
月
二
十
四
日
午
後
よ
り
降
雨

盆
を
覆
す
が
如
し
、
一
分
時
も
晴
間
な
く
二
十
五
日
夜
四

方
に
半
鐘
を
鳴
ら
し
消
防
夫
を
繰
出
し
漸
く
其
難
を
免

れ
た
り
、
谷
地
町
に
て
は
浸
水
家
屋
九
三
戸
、
焚
出
し
を

受
け
し
も
の
五
四
八
人
、
最
上
川
平
水
よ
り
一
丈
二
、
三

尺
高
く
五
〇
年
前
よ
り
曽
て
な
き
大
洪
水
な
り
と
い
ふ 

堤
防
が
切
れ
、
寒
河
江
川
や
多
く
の
支
流
か
ら
も
出
水
し
、

広
い
田
畑
が
泥
水
に
飲
み
込
ま
れ
ま
し
た
。
繰
り
返
す
大
き

な
災
害
は
村
を
疲
弊
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
多
く
の
農
作
物
の

被
害
を
受
け
た
郡
内
の
村
々
か
ら
、
直
ぐ
に
復
旧
へ
の
願
届

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
二
十
二
年
度
の
簿
冊
に
は
、
七
月
に
西

根
村
か
ら
出
さ
れ
た
「
寒
河
江
川
通
堤
防
急
仕
越
修
築
御

届
」「
寒
河
江
川
堤
防
造
築
ニ
付
地
方
税
ヨ
リ
補
助
被
成
下

度
願
」
を
は
じ
め
、
八
月
の
三
泉
村
、
九
月
の
寒
河
江
村
・

溝
延
村
、
十
月
の
谷
地
村
の
願
書
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
つ

の
村
の
経
済
で
堅
牢
な
堤
防
を
気
づ
く
こ
と
は
非
常
に
困

難
で
、
県
の
補
助
金
を
懇
願
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
当
時
県

は
、
町
村
ご
と
に
水
利
土
功
会
を
設
立
さ
せ
、
そ
の
協
同
の

力
を
も
っ
て
経
営
す
る
こ
と
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
西
村
山

郡
で
も
そ
れ
以
前
、
明
治
十
一
年
の
寒
河
江
川
洪
水
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
西
根
村
は
じ
め
八
ヵ
村
が
翌
年
堤
防
組
合

を
組
織
し
ま
し
た
。
こ
の
大
水
害
の
翌
二
十
三
年
二
月
六
日
、

寒
河
江
村
・
西
根
村
・
三
泉
村
・
醍
醐
村
・
西
里
村
・
谷
地

村
・
溝
延
村
が
参
加
し
「
寒
河
江
川
河
身
改
修
組
合
」
が
結

成
さ
れ
、
翌
年
か
ら
工
事
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
は

当
時
の
郡
長
西
川
耕
作
（
西
里
村
出
身
）
の
尽
力
も
あ
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
西
村
山
郡
役
所
の
多
く
の
簿
冊
は
、
明
治
期
か
ら

大
正
期
に
か
け
て
県
と
村
の
中
間
に
設
置
さ
れ
た
郡
役
所

と
い
う
地
方
行
政
機
関
の
具
体
的
な
姿
を
知
る
貴
重
な
史

料
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧ 

上 明治二十二年 風水害表（西村山郡） 

下 明治二十二年 風水害表（谷地村） 

（明治二十三年度 「土木一途」） 

 


